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会
社
を
退
職
し
た
人
の

話
。
「
町
の
健
康
診
断
・

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
る

よ
。
ド
ッ
ク
と
違
っ
て
何

日
も
か
か
っ
て
し
ま
う
け
ど
、
無
料

だ
か
ら
ね
」
「
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

受
診
券
が
く
る
け
れ
ど
、
保
健
所
で

は
な
い
ん
だ
ね
」
と
い
う
の
で
、
調

べ
て
み
た
ら
「
保
健
所
は
都
道
府
県

の
広
域
的
・
専
門
的
な
保
健
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
市
区

町
村
の
運
営
で
住
民
に
身
近
な
保
健

サ
ー
ビ
ス
を
直
接
無
料
で
実
施
す
る
」

と
あ
り
ま
し
た
▼
94
年
に
成
立
し
た

「
地
域
保
健
法
」
の
下
で
全
国
の
保

健
所
の
数
は
こ
の
30
年
間
で
ほ
ぼ
半

減
。
そ
れ
ま
で
は
人
口
10
万
人
に
1

カ
所
の
基
準
で
設
置
さ
れ
て
い
て
大

阪
市
で
24
カ
所
、
神
戸
市
で
9
カ
所
、

仙
台
市
で
５
カ
所
あ
っ
た
保
健
所
が

１
カ
所
に
減
ら
さ
れ
る
な
ど
、
東
京

23
区
で
も
内
21
区
に
２
～
４
カ
所
の

保
健
所
が
あ
っ
た
の
に
各
区
に
１
カ

所
と
な
り
ま
し
た
▼
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
保
健
所
行
政
は
崩
壊
状
態
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
業
務
が
ひ
っ

迫
し
感
染
者
に
連
絡
も
で
き
な
い
、

保
健
師
だ
け
で
は
追
い
つ
か
ず
、
事

務
職
員
の
応
援
で
し
の
い
だ
と
い
う

保
健
所
も
。
４
回
目
の
緊
急
事
態
宣

言
が
９
月
３
０
日
ま
で
延
長
さ
れ
、

猛
威
を
振
る
っ
た
デ
ル
タ
株
は
今
は

落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か

し
11
月
に
南
ア
フ
リ
カ
で
新
た
な
変

異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
出
現
。

警
戒
レ
ベ
ル
が
最
も
高
い
「
懸
念
さ

れ
る
変
異
株
」
に
指
定
さ
れ
、
日
本

で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は

保
健
所
の
人
員
を
増
や
し
体
制
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
、
感
染
し
て
い

る
の
に
放
置
さ
れ
る
こ
ん
な
事
態
は

決
し
て
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

花言葉 また逢う日を

楽しみに

２2年春闘「生活改善要求アンケート」

にご協力をお願いします。

職場の実態と皆さんの要求をつかんで、

労働条件の改善に役立てていきたいと思

います。沖電気の職場を明る

くする会ホーム ページからで

もアンケートができます。

格

ス

コンポーネント＆プラットフォーム

事業の７１５名を関連子会社へ転籍

4月1日付で、EMS埼玉・本庄＆群馬・富

岡工場などの従業員７１５名が転籍

(内訳：OKIｼﾞｪｲｱｲﾋﾟｰ48名、OKI富岡ﾏﾆｭﾌｧｸ

ﾁｬﾘﾝｸﾞ170名 他非正規社員約490名)

1月に突然の会社から発表、労働組合を

無視した強硬手段と賃金一割ダウンに組合

員から怒りの声が続出した。

(富岡・EMS本庄工場で抗議の宣伝)

株価低迷＆業績不振

10年ぶり、２億円の連結赤字でも

過去最高の役員報酬

沖電気のフラッグシップ工場として、本庄工場新棟

建設進む。スマート工場ＺＥＢ(ﾈｯﾄ・ｾﾞﾛ・ｴﾈﾙｷﾞｰ・

ﾋﾞﾙ)建設費６０億円をかけ来年5月稼働

【建設中のスマート工場】

海外売上高比率激減 ピークの３６.７％

から１５.２％へ。販売、生産拠点の見直し

進む

海外拠点の従業員６割削減が進行中

★中国でのＡＴＭの生産販売終了、生産拠点

は群馬・富岡工場、ベトナム・タイなどへ

★北米・欧米でも人員削減

ＯＫＩデータ（プリンター事業）解散

１０００人

の人員削減

計画⇒４月

にはＯＫI本

体に吸収

あ
す
な
ろ
４
０
０
号
発
行
を
達
成

１
９
８
６
年
８
月
の
創
刊
か
ら

先
月
11
月
で
４
０
０
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
紙
は
み
な
さ
ま
の
募
金
で
発

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

契約社員の格差是正停滞

均等待遇は置き去り

第97回株主総会で会社は「『同一労

働・同一賃金』の趣旨を踏まえて

「均衡待遇」による是正を表明した。

▪しかし、厚労省ガイドラインで求めら

れている「均等待遇」での是正、リフレッ

シュ休暇・育児休暇・傷病休暇期間など

の格差是正は行われていない。

全従業員

沖単体

１年間で２１１２名の人員削減、

海外の従業員数の減少は発表されない。

（2021年3月期）

ネ

リ

ネ

国内

海外

高崎工場門前での宣伝



ノルウェー アメリカ イギリス 日本

（NY州） （２０１９年）

取得率 約９０％ 約５９％ 約３０％ 7.48%

期間 約10か月 約２.５か月 子一人あたり １２か月

~１３か月 約４か月

給付金 給料の 給料の 約２万円 ６か月６７％

（対給料）１００~８０％ 約６０％ or給料９０％ 以降５０％

■沖電気は「子が満２歳になるまで取得可能ですが取得は一人」

 となっている。（取得率は未発表、過去３年間いずれも一人）

（３月期）２０２０年 ２０２１年   前年比労働時間増加

年休取得 １４.９２日 １２.４８日      １８.９１時間

残業時間 月24.7時間 月２７時間         ２７.６時間

      ４６.５１時間（年間）

年度 売上高 営業利益率 　　　　　　　　　　　　再建策名・施策内容
３月期 　（億円） 　（％） 削減人数
９０年 6299 5.59%
９１年 6609 4.46%
９２年 6813 1.48% リストラ９２ 　２０００人

９３年 6396 -3.71% 経営再建計画 賃金カット

９４年 6516 3.56% 情通１２００人がＯＫＩデータへ

９５年 6570 8.96% 経営再建計画ＰＡＲＴⅡ　

９６年 7483 8.21% ＭＢＯ本格導入（成果主義）

９７年 7322 1.98% ＪＩＴ生産方式導入

９８年 7646 1.32% ＴＳＴ発足 秩父工場閉鎖

９９年 6732 -5.67% フェニックス２１計画 ２７００人

００年 6698 2.06% 分社化促進、沖ビジネスなど解散

１年 7403 3.82% ２０００人

２年 6046 -4.49% フェニックス２１飛翔 ６％の賃金カット、

３年 5855 0.24% 芝浦・小金井などの資産売却益１７２億円

４年 6542 3.30% 共済会制度の見直し、厚生年金基金の代行返上益１０４億円

５年 6885 3.95% 利益準備金７３億円の取り崩し

６年 6805 1.56% ００年からの分社化２０社超、八王子Ｕ１棟収束

７年 7170 -0.92% 賃上げ９カ月凍結、１７００人のシフト(外部転進５００人）

８年 7198 0.75% 半導体事業をローム社に売却(５５００人・売却益７９４億円）

９年 5445 -0.11% 管理職退職募集２８７人が応じる

１０年 4429 1.47% 固定費削減１５０億円 分子化⇒統合型に変更

１１年 4327 1.46% 退職給付制度改定損３４０億円、沖創業１３０周年

１２年 4235 2.83% 資本金７６９億円⇒４４０億円に変更

１３年 4558 2.96% 契約社員急増全社で４１０７人、スペイン粉飾で累計損３０８億円

１４年 4831 5.63% 配当３１．８億円（優先株＋普通は８年ぶり）、０２年賃カッ清算

１５年 5402 6.00% 中国でＡＴＭ未回収事件（未納約２１５億円）

１６年 4903 3.79% ブラジルで特別損約６５億円、単元株１００株に変更

１７年 4516 0.55% 株主重視が顕著配当性向９３％、防衛関係売上過去最高

１８年 4380 1.76% 沖電線が完全子会社(子会社５社含む）、メカトロ構造改革
１９年 4415 3.96% 特別損：構造改革35億円、メカトロの減損29億円　海外売上激減

２０年 4572 3.67% 工事進行基準適用で売り上げ１０５億円増、営業利益１億円減

２１年 3928 2.42% キャシュレス、ペーパーレス進み海外売上比率１５．２％に後退

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
る

【
群
馬
・
富
岡
】

今
ま
で
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
策
と
し
て
、
毎
朝
各
職

場
で
非
接
触
温
度
計
に
て

体
温
測
定
し
て
い
ま
し
た
。

記
録
を
担
当
す
る
方
が
ひ

と
り
ひ
と
り
回
っ
て
測
定

と
記
録
を
し
て
お
り
、
毎

日
の
事
な
の
で
煩
わ
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
か
ら
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
体
温
測
定
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

各
職
場
に
配
置
さ
れ
た

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、

個
別
に
測
定
し
て
一
括
で

管
理
で
き
る
よ
う
に
改
善

さ
れ
、
煩
わ
し
さ
が
解
消

さ
れ
ま
し
た
。

不
測
の
事
態
に

対
応
で
き
る
避
難
訓
練
を

【
埼
玉
・
本
庄
】

コ
ロ
ナ
感
染
も
あ
り
２

年
ぶ
り
に
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
従
来
避
難

場
所
と
な
っ
て
い
た
グ
ラ

ン
ド
が
新
工
場
建
設
で
使

え
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
構
内
の
車
道
を
使
用

し
て
の
集
合
と
な
り
ま
し

た
。
10
年
前
の
東
日
本
大

震
災
の
時
は
、
聞
い
た
こ

と
も
な
い
不
気
味
な
音
と

と
も
に
、
工
場
自
体
が
大

き
く
揺
れ
、
訓
練
し
て
い

た
は
ず
の
避
難
誘
導
シ
ス

テ
ム
も
、
十
分
機
能
し
た

と
は
言
え
ず
、
各
自
の
判

断
で
避
難
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

昨
今
、
大
小
の
地
震
が

頻
発
し
て
い
る
中
で
、
避

難
訓
練
の
シ
ス
テ
ム
を
点

検
・
見
直
し
、
不
測
の
事

態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

納
得
が
い
く
判
決
を

【
東
京
】

シ
ャ
ー
プ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
で
の
、
拉
致
形
式
に

よ
る
職
場
追
放
お
よ
び
不

当
な
解
雇
の
撤
回
の
た
め

に
会
社
側
と
係
争
を
続
け

て
い
る
伊
草
さ
ん
の
裁
判

の
判
決
が
今
月
２
３
日
に

横
浜
地
裁
で
あ
り
ま
す
。

経
過
に
つ
い
て
は
「
伊
草

さ
ん
を
支
援
す
る
会
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
問

題
は
明
ら
か
に
部
長
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
会
社
側
の

対
応
で
あ
り
、
伊
草
さ
ん

に
は
非
は
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
所
は
伊
草
さ
ん
の
訴

え
に
耳
を
傾
け
納
得
が
い

く
判
決
を
出
し
て
ほ
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
復
職
を
勝

ち
取
る
こ
と
を
心
よ
り
祈

り
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

労
働
者
の
生
活
と
権
利

を
守
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

の
三
菱
電
機
は
、
30
年
以

上
前
か
ら
の
品
質
不
正
、

労
務
問
題
が
明
ら
か
に
な

り
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
由
に
物
言
え
ぬ

風
土
も
原
因
の
一
つ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
２
０
０

８
年
の
派
遣
切
り
の
女
性

労
働
者
は
今
も
「
三
菱
に

謝
罪
さ
せ
る
ま
で
た
た
か

う
」
と
し
て
当
ユ
ニ
オ
ン

と
一
緒
に
運
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

新
た
に
約
10
㎡
の
部
屋

で
一
人
閉
じ
込
め
ら
れ
ま

と
も
な
仕
事
を
与
え
ら
れ

ず
（
当
事
者
は
監
禁
部
屋

と
言
っ
て
い
ま
す
）
出
入

り
口
に
は
監
視
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
と
し
て

労
働
者
が
救
済
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と

し
て
記
者
会
見
を
行
い
社

会
的
に
訴
え
て
団
体
交
渉

を
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス

コ
ミ
も
注
目
し
ユ
ニ
オ
ン

事
務
所
に
は
取
材
申
込
が

来
て
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
私
た
ち
、
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
相
手
が

巨
大
企
業
で
あ
ろ
う
と
労

働
者
の
生
活
と
権
利
を
守

る
為
に
日
々
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。(

相
談
は
☎
０

３-

６
４
２
１-

５
３
２
３)

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２１年 １２月 第４０１号

OKI 営業利益が赤字になる度に人減らしリストラを繰り返す《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
６
３
回

＝
働
き
方
改
革
＝

男
性
の
育
休
制
度
は
改
善
し
た
が

取
得
は
低
調

男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
促

す
法
律
が
改
正
さ
れ
来
年
４
月

以
降
に
施
行
さ
れ
る
。
子
の
出

生
後
、
最
大
４
週
間
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
分
割

取
得
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

取
得
状
況
の
公
表
も
義
務
に
な

り
、
育
休
の
促
進
は
会
社
の
責

務
で
あ
る
と
明
示
す
る
内
容
。

制
度
の
利
用
し
や
す
い

職
場
づ
く
り
を

沖
電
気
は
既
に
法
律
を
超
え

る
育
休
制
度
が
あ
る
が
、
業
務

に
支
障
が
出
る
と
の
懸
念
や
育

児
は
女
性
の
役
割
と
い
う
固
定

観
念
、
職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
、

世界の男性育児休暇取得率

沖電気 年休取得減、残業時間増

昇
給
な
ど
影
響
へ
の
不
安
・
・
・

な
ど
の
要
因
で
取
得
は
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
上
司
を
含
め
職
場

全
体
で
取
得
で
き
る
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

「
活
き
活
き
と
し
た

生
活
」
が
後
退

沖
電
気
労
働
組
合
は
年
休
取

得
目
標
に
年
間
取
得
14
日
以
上

な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
会
社

（
本
体
）
は
残
業
時
間
を
月
平

均
24
時
間
以
下
と
し
た
目
標
に

し
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
未

達
で
す
（
表
参
照
）
。
総
労
働

時
間
短
縮
に
向
け
た
取
り
組
み

の
強
化
が
必
要
で
す
。

ネット社会の人権・高齢者置いてきぼり不安話題
★関心ある人権課題★

埼玉県の県民意識調査による

とインターネットによる人権

侵害が６１.４％で第一位

（２０２０年度）

★６０歳以上スマホ普及★

内閣府の２１年１月公表で

の６０歳以上の利用率は約

４６％。要支援高齢者は２

千万人とされている。

１
９
９
０
年
か
ら
の

沖
電
気
の
特
徴
は
事
業

再
編
で
は
◎
半
導
体
事

業
か
ら
の
撤
退
◎
海
外

進
出
と
国
内
回
帰
◎
分

社
化
か
ら
合
併
・
統
合

政
策
へ
の
展
開
◎
全
社

共
通
部
門
の
統
合
な
ど

で
連
結
決
算
の
深
化
が

進
み
ま
し
た
。

労
務
政
策
で
は
◎
成
果

主
義
賃
金
制
度
◎
非
正
規

社
員
雇
用
の
拡
大
な
ど
で

労
働
条
件
の
格
差
が
拡
大

し
ま
し
た
。

連結子会社 ピークから３３社減 営業利益率 過去３０年で赤字５回


